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〈いく・くる〉について

域部 俊

1 (いく・くる〉と話し手

《くる〉は{話し手に近づく移動J，{いく〉は「それ以外の方向の移動jを示すとして，一

上は断片的ながらも、く・くる〉の境遇性会論じています{三三上争 36，三上告 19， また，

住久間 192-194参照)。

岩波お語辞典)。

しかし，

o rc私が)仲の口から茶の簡を抜けて電話室の前へ*て，茶所でか雲説話室にゐる父と顔を
はす場合もないとは去へないJ(志賀直哉，和解)(引用例に関しては 5註記参照)

設の語釈は国語辞書にも晃られます(鰐えば，角川国語中静典，

宅
B
よ

の{列が示すように， {くる〉は，話し手に近づく移動どころか，話し手がある個所lこ近づく

にも{変われます。また，縄き手(の勢力範鰐〉に近づく移動にも使われます:

o r今日おまへのところへ誰か謹話三丞ゃしなかったかいJ(山本有乙女貌 -2

以上は，第3者を為し予としていますが，第3者のみならず，話し守与を為しチとする場合に

も用い得ます:

o r(私ハアナタノ家へ〉又其内に車エ還ませうJ<電話のこと1;f>(和解} 3 

以上の例でもあきらかなよう，くくる〉は， r話し手に近づく移動J!こ使われるのが，その典
型的な用法であるとしても，それに限られず，聞き手に近づく移動にも，第3おに近づく移動

にも使われ絡ます。で、すから，三上は，くしたい， したがる〉と同じように， (いく・くる)，こ

関しても， r百パーセントのトキエダ詞， と認めることはでやτュウチョされるJ(三上窃 37) と
すべきで、あったマしょう o

森田は， r1Tク・来ルの使い分けは，移動の毘的地点とそれに対する話し予の立場とからなさ

れるJという見地に立って， <いく事くる〉に…論文を絡げていますが，鈎Iにおける《来る〉

は， r対象fとされたj話し手の f話題の場所へ{の)到務jということをもって，梶 2，3にお
ける〈来る〉は，話しそ子と聞き手の融合， (つまり，話し手の聞き手への拡大)によって説暁し

ます{森倒 7針。ぞれは，それなりに妥当な説明と思われますが，話緩はともかし話し手の自
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くし、く・くる》について 滅EB

弓対象化とか， とかの環念が導入されてきますと， {いく・くる〉の用法の全容の説明は，

少くとも，はだめからは， として来て，何か議婆なポイントが見落されているのではない

かという!惑が深まります。

くいく・くる}に関して次めように考えます:

〈くる〉は，話しそドが，当菌の議鵡の物的秩序において中心性をみたえる地点へ返っψ く移動

を示し， {いく〉は，中JL'性会特にあたえてはいない地点へ近づく移動を示しま寸。話題とは言語

し手によって語られる内容をいいます。

2. (くる}の意味

し手は，当面の〈話すこと〉の慈識により，いかなる地点にも視点をすえ，そこをや心と

して，話す事柄の物的教序を構成することができます。話し手によって選ば九視点がすえら

れ，中心性が与えられる地点への移動は，為し手が誰であろうと，また，その地点が話し手の

立脚点，持者き三子の勢力範陣、第3者の影響範間にあるか，どうかにかかわらず， (来る〉によっ

てポ怒れます。すでに，第3者の努力範開(仰u1)，鰭冬子の勢力範鴎{鍔2・3)にある地点

への移動が〈来る}によって示されている例をあげました。偶2，例31ま， r話し守ちが聞き手と
共通の場に立っとの意識から発話されJ(森涜 77)て，両者の一体感が醸成されるのは，話し

手が，聞きそ子と融合しているから， というのも，それなりの説明でしょうが，話し手が賄き

を話摺の物的秩序の中心に入れこんだから， と見た方が事実をよりはっきりさせるのではない

しょうか。ここで，第3者の勢力範顔〈少くとも，話しそ子・謂き予の存在地点と政機関係の

ない範霞)にある地点;への移動が〈来る〉によって示される鍔を為し手でわけながら，もう少

しあげておきます。(為しーヂエ泣き蓄し手の例は例 l参照)。

(1)為し予ニ需き

01お前も来るなら米ぃJ(和解) 4 

め為し手

Oそのi匂う測の町の方から

てゐた。(草津和郎，

にそこまで設立t:.主主根，その萩の餅墨は近辺で、評判になっ

されたる人情 5

。やがて婆さんはそこから 2・3了設ささの警察署に受ユ主主主が，…(伊藤永之介，議)

-6 

。鮎を上流に披つはいいが，議水のところへ と，流れがない jニに濁ってゐるので，すっ

-7 かり事惑って7，ふ。 流木)

話し い7うるなる も視点をす それをi話す事柄の物的秩序の ザずることカfで、

し手は， 自己の空

を設定し，物的秩序を構

きると述べましたが，話すことに当って，特弱の章、閣がない限り，

閥的，ないし，資的勢力範屈にや心をおき，そうでないものに

136 
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成します。それが，議すことにあたっての話し手の自然な態度です。

話し手が，中心性をあたえがちな地点というのは，話し手め立脚点からみた空間的影響範態

にあるものと，身内を含めての，所異からみた話し手の勢力範間にあるもの(例えば，話し手

の家，所有物}どに分類されましょうが，両者は夜開出来そうでも， にあたっては毘別困

難な場合がありますのまた，空間的彩饗範顔は，話すことにあたっての現在泣霊ココ Cfココ犬

援駅に来てくれ」く大鼓載のそばに住む，ないし，話すことにあたってそこにいる話し手が，そ

うでない聞き手に云う>)と，語られる内容における存在位議ソコ (f(大阪駅に着くから入ソ

コ大阪駅に くれJ)とか[l部怒れます。かかる地点への移動も，ぞれが中心性を持つがゆえに，

勿論， (来る〉によって示されますの以下，為し予でわけながら，例さとかかげます。

(1)為し手=話

O私もと人呂にとうとう席を外して， 自分の室へ来た。{きま悶激石，こころ 8

(2) 為し手口開き手

Oきのう君が僕のところに進ぷ時，財布をおとさなかったかい。 9

o rまあ，一二年U.Jへ主主辛抱なぎるんですなあJと購入達に言ひ残しでi亡しそうに帰って
ゆく院長を…(域般機，風立ちぬ 10

(3) 為しそ子ごと第3者

08毎夜毎，機さへあれば私のわきに来る彼女の執心~i，…(殺与替郎，地蔵の綴) -11 

Oそんなことからお遊さんも叔母のところへ足しげく来るやうになりました。(谷崎潤…良s，

…12 

(開 12の務遠地点は身内て、す。}

ofこの懇(彩、が)東京で一

て来たが，…J(U.J本有三，

(例 13の到達地点は，語られる

た 下等な努が十ニ三人旗を立て、俸て、ゃっ

-13 

おける話し手の存在地点にあたります。)

3 れ、く〉の意味

話し手が当面の話題の物的秩序において中心性を特に与えていない地点へ近づく移動は，(行

く〉によって治されます。便宜上，為し手でわけながら〈行く〉め用例をかかげま

(1)為しチ=話し

o fl主部株，且那棒Jと看護婦が呼ぶ。自分は行った Q (和解〉

(2) 為し手口機き手

O大阪駅へ笠ヱエくれ。

(3) 為し手:第3

O友の都の方からそこに怠iのには，大きな山脈を

14 

-15 
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〈いく・くる〉について 城田

ならない……(阿部知ニ，地図) -16 

O医者は五丁程先の糸取工場へ行って留守だった。(和解 -17

O事務長が行ってしまふと葉子は急に力が落ちたやうに，思った。(有島武郎，或る女)

-18 

4 (いく・くる〉のいれかえ

話し手の実体的位置を基準に〈いく・くる〉が選択されている場合， {いく〉を〈くる〉に，

〈くる〉を〈いく〉におきかえることはできません。例えば， I大阪駅に来てくれJI大阪駅に

行ってくれJその他，例 11，13， 14参照。

また，

O外の者は皆又山へ往ったとかで，お増が一人台所片づけに残ってゐる。僕は顔を洗ったな

り飯も食はずに，背戸の畑へ出てしまった。(伊藤左千夫，野菊の墓 -19

の例におけるよう，話題の構造の中で，非主人公の役を担う第3者の，周辺的地点への移行は，

(中心が他に設定されているため){いく〉によって示され， {くる〉によっておきかえること

はできません。その他，例 18参照。

しかし，話題の構造の中で，主人公の役を担う為し手の移行に関しての話し手の視点の設定

は，その構造によって決定されてはおらず，話し手の描写の目的によって決定されるため， {い

く・くる〉は多々おきかえ可能となります。しかし，両者では，話し手の視点のすえどころが

このなり，それによって，中心性をあたえるものがことなるわけですから徴妙とはいえ，無視

できない差が存在します。

例えば，

O彼はある日の晩大宮の処にあそひ。に行った。(武者小路実篤，友情 -20

において， {いった〉は〈きた〉におきかえ可能です(宮島 288)。原文通り〈行った〉の場合

は，話し手の視点は「彼jの移動前にすえられており， I大宮の処」という目的地点は，いわば，

距離をとって眺められ，客観視され，当面の話題の物的秩序において周辺にくらいすることと

なり， I彼jは，後姿となって，周辺に送り出されるかっこうになります。もし，それを〈来た〉

におさかえれば，話し手の視点は「彼」の移動後にすえられ， I大宮の処」という目的地点は，

物的秩序において中心に位し，周辺から進みくる「彼」は，前から迎えられるかっこうになり

ます。原文では〈行った〉が選ばれておりますが，それは， {話し手の視点の位置的転移〉とい

う〈映画的技法にも比すべきもの>(森田 76)が使われているということになりましょうか。

以上とまったく同じことは，以下の例に関しでも云うことができます(森田 76参照)。

O出演者と一緒に氏が会場に笠ュエみると驚いた。座席のことごとくは電力工事の人夫が占

領してゐて，…(流木 -21

一138-
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〈行く〉は，コンテストによっては，単なる移動そのものを示し，意味上， <すすむ，あるし

うごく〉に近よることができます。

Oきれば君若し，ーの小径を往き，忽ち三条に分る 3 処に出たなら困るに及ばない，君の杖

を立て、其倒れた方に隼三玉へ。(国木田独歩，武蔵野 -22

それに対し， <来る〉は，いかなるコンテキストにおいても，なんらかの程度において中心性

を持つものに近づく移動の意義が保たれ， <行く〉のように， I無色に近くはな」りません(宮

島 289)。それは，<来る〉が〈行く〉との対立において，強い意味を持つからに他なりません。

5.結論

〈いく・くる〉は，以上のように，当面の話題の物的秩序において， <中心性〉が与えられて

いるものに近づくか，どうかによって選択され，決して，-話し手に近づく」か，どうかによっ

て選択されるものではありません。しかし， <中心性〉というものは， <話すこと〉に当つての

〈話し手〉の意図により， <話し手〉の立場からかけはなれる地点にもあたえられますが，普通

は， <話し手〉の実存地点に従ってあたえられます。このように， <いく・くる〉の選択の基本

にある〈中心性・周辺性〉の対立は， <話すこと〉の場における〈話し手・非話し手〉の対立に，

自然に，かかわり得るがゆえに， <いく・くる〉は， <話すこと〉の場面に拘束され，境遇性を

持つように見受けられます。しかし，自然にとはいえ，そのかかわりは或程度においてです。

ですから， <いく・くる〉がもっとされる〈境遇性〉は，その程度におけるものにすぎません。

〈いく・くる〉の持つ境遇性は，中心性・周辺性を介しての間接的なものです。人称代名調(コ

ソアド詞)が，直接的な境遇性を持つなら， <いく・くる〉は，或程度，境遇性にかかわるとし

なければならないでしょう。〈いく・くる〉が境遇性を持つというアイデアは魅力的であり，魅

力的であるゆえに，実際にあたって見出されるずれにも拘らず，それを認めることに急になり

がちです。境遇性をみとめてから，ずれを説明しようとすると，むづかしい議論になるのでは

ないでしょうか。〈くる〉は話し手に対する方向性を持つ(宮地 288-289)のではなし中心に

対する方向性を持ち，それが，話し手に対する方向性に重りあう部分ができるにすぎない， と

筆者は考えています。

註記 ここで使用した〈いく・くる〉の用例の殆ど全ては，森田，宮島から借用しました。感

謝します。

6. つけたり一一境遇性について一一

「境遇性とは，簡単に云えば，場面に左右される性質である。話手と相手とが或る時，或る

所で差向いになることによって言葉使いの場面が成立するが，言葉を記号の面から見るとき，

対象(または概念内容)との対応が一定不変なものと，場面次第で記号を取替えなければなら

-139 
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ないのとある。後者の記号の持つ性質を境遇性と名づけておくJ(三上② 34，また，三上① 18

参照。)

1950年代，ヤコブソンによって，言語における重要性が強調されたシフター(Jakobson①)

は，より論述が深められているとはいえ， 40年代，三上によって論じられた境遇性にみごとに

対応します。

「シフターの一般的意味は，メッセージへの言及なしには定義できない。

ノ〈ークスは，パースが行った記号の象徴 symbol， 指標 index， 写像 lconへの分類

に関して研究を捧げているが，その中で，シフターの記号論上の特質を論じている。パースに

よると，象徴(例えば，英語のred<赤})とその対象とは，慣習によって連合するよう定めら

れているのであるが，指標(例えば，指し示すという行為)とそれが示す対象とは，実存的関

係の中で結びつけられている。シフターは，この2つの機能を併せ持ち，それゆえ， <指標的象

徴}indexical symbolの類に属する。その著しい例として，ノ〈ークスは，人称代名調をあげてい

る。人称代名詞 1<私〉とは， 1 <私〉といっている人を意味する。かくして， 1 <私〉とい

う記号は，一方で、は， I慣習によって」対象に連合するよう「定められて」いなければ，その対

象を示すことはできない，……かくして， 1 <私〉ということばは，象徴である。しかし，他

方では， 1 <私〉ということばは，その対象と『実存的関係の中』におかれなければ，その対

象を示すことはできない。…かくして， 1 <私〉は指標として機能するJ(Jakobson① 131-

132，馬嶋訳 152，ただい以上の訳は筆者による)。

この2人の秀れた言語学者は，言語における境遇性，シフターへの注目を，時，所を異にし

て，それぞれ別個に行っていますが，そのヒントはイエスペルセン(②-1922年， 205-209， 

①-1924年， 84)から得ているのは偶然ではありません〔もっとも，三上は，イエスペルセン

に紹介されている IANoreenの学説にヒントを得たものJ(三上②， 33)と主張しています〕。

shifter は市)11，神保では流用語，半田では，流用詞，馬嶋では転換子(一般言語学， 152)と訴

されていますが，ここではそのまま片仮名書きとしました。
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イニLスペルセン，②苦言務{市河三喜，神係機訳)，岩波書庖， 1956年

Jakobson R.，①Shifters， V恐rbalCategories， and RussIan Verb，おlectedWrItIngs， 11. 130-147， Moutoぉ，

I号71(ヤ輸噌コブソン，転換子と動詞豪華鳴とロシア務動絢{蕊i鳴善郎訳)，一般言言語学， 149-170，みすず書房，

1973年〕

Jakobson 1と， @ BeI trag zur呂llgemeinenKasuslぬぬ Gesamtbed出 tungender russischen Kasus， 

Sel告は出 Writings，II. 23-71 

イ寸記 本穏で， <や心a全・周辺性)，立定義する必繋のない用語として，常識的理解， 1こまかせるかたちで使

用されていますが，心理学では，それを様々な境界を現実に設定し，笑験的にあきらかにTることが王子主きで

あり，或終疫の実験がすでになされていることを，主幹事審会主撃さそえてから持を緩た 1977年9fl 24自に北大

文学部において「苦言語心理学と 5本総Jと題され， <いく・くる}にも室長〈絞れてなされた興味深い講演後，

者擁護専淡考である商問浮…郎東京女子火教授，及び，講演後の討論;こ参加なされた今井四郎北大教授より侭

いました。このことを付記し，両氏に感裁の窓を表したく思います。 1977. 9. 30 

141 



〈いく・くる〉について 城田

o iJIaiOJIaX (HKY) H (KYPY) B COBpeMeHHOM兄IIOHCKOM5I3bIKe 

Cl1pOTa CIOH 

CeMaHTI1'-leCKOe COOTHOWeHHe MelK，QY {HKY} H {KYPY} llpe，QCTaBJI51eTC51 B BH，Qe ，QBY4JIeHHOH OIlIlO・

3H1.¥HH. B Ka4eCTBe CH品 Horo4JIeHaヨTOH01l1l03H1.¥HH BbICTYllaeT {KYPY}. B 4邑M 3a則的可aeTC51 CY山・

HOCTb 1l0JIOlKHTeJIbHOrO CeMaHT則 eCKoronpH3HaKa， OTJIH可alO叫ere{KYPY} OT {HKY} ? 

日oMHeHHIO MHOrHX HCCJIe，QOBaTeJJeH H aBTOpOB TOJIKOBbIX CJIOBapeH 51nOHCKOrO 513bIKa， {KYPY} 

BblpalKaeT ，QBHlKeHHe B HanpaBJIeHHe K CaMOMY rOBOp51Il¥eMY HJIH ero C中epe BJIH日HH51. TaKHM o6pa・

30M， no HX MHeHHIO， Y 9TOH llapbI rJIarOJIOB Ha6JIω，QaeTC51 XapaKTep nO，QBHlKHOrO onpe，QeJIHTeJJ51 T.e. 

〈山H中Tepa}日oTepMHHOJIOrHH P. 究Ko6cOHa. O，QHaKO B ，QeHCTBHTeJIbHbIX ynoTpe6JIeHH51X HaXO，Q51TC51 

HeMaJIO npHMepOB {KYPY}， Bblp脱却山HX nepe，QBHlKeHHe B HanpaBJIeHHe He TOJIbKO K TpeTbeMY JIH1.¥Y， 

HO H K CJIY山 alOll¥eMY.

ABTOp 9TOH CTaTbH ，QYMaeT， 4TO {KYPY} BblpalKaeT ，QBHlKeHHe B HanpaBJIeHHe K TeM nYHKTaM， 

KOTopble rOBOp51Il¥HH C4HTaeT 1.¥eHTpaJIbHbIMH B llep51，QKe Bell¥eH CO，QeplKaHH51 ，QaHHOrO BbICKa3bIBaHH51. 

只BJI5151CbCJJa6bIM 4JIeHOM， {HKY} He HMeeT CBOeH nOJIOlKHTeJIbHOH CeMaHTHKH， H MOlKeT ynoTpe6JI51Tb-

C51 B 3Ha4eHHH ，QBHlKeHH51， HanpaBJIeHHOrO K JII06bIM llYHKTaM， KOTOpble He C4HTalOC51 rOBOp51Il¥HM 1.¥eH-

TpaJJbHbIMH. npe，QCTaB51eTC51 B03MOlKHbIM Y JIOBHTb HCTHHHOe 3Ha可eHHe9THX ，QBYX rJJarOJIOB Ha OCHO・

Be npOTHBOnOCTaBJIeHH51 1.¥eHTpaJIbHOCTH-nepH中eJJHHHOCTH，06もeKTHBHOOnpeJJHTb KOTopoe lloMorYT nCHXO・

JJHHrBHCTH4eCKHe HCllbITaHH51. 
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